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研究助成の概要.IV

① 明るさと色彩による認知空間の「ゆがみ」の定量化と災害時避難経路の設定
② 学校法人常翔学園 大阪工業大学 工学部 都市デザイン工学科
③ 教授 田中 一成
④ http://www.oit.ac.jp/civil/∼design/web/

１. 研究分野及び題目
（Ⅲ－６） デジタル道路地図の新しい概念や形態に関する研究

２. キーワード
心理、知覚、日常、利用、GIS、重みづけ、色彩

３. 研究内容
(1) 研究の目的

本研究は、都市居住者の認知空間を認知地図として取り出し、居住者が認知するまちの姿と現実
空間の差違を明らかにすることで、都市空間における「ゆがみ」を抽出する。このゆがみをもとに、
災害時の避難経路と避難場所の設定手法を提案することを目的としている。これは、現在では物理
的な距離を基準として設定される避難経路と避難場所について、これらを検証するための材料を提
示しようとするものである。

(2) 研究のゴール
日常的に利用する街路、明るく通りたくなる街路、友人の多い街路などは近く感じることが多

く、逆に近くにあっても知人の少ない公園や寂しい街路、暗い街路は長く遠く感じることが多
い。これは、認知空間における心理的距離と呼ばれる。本研究では、これまでおこなってきた研
究により得られた認知空間のゆがみと距離、および空間要素との関係、およびそれぞれの避難経
路設定のための知見について解明を試みる。


